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四
月
二
十
六
日
（
火
）、
ニ
ュ
ー

サ
ン
ピ
ア
を
会
場
に
、
群
馬
同
友
会

の
第
四
十
四
回
定
時
総
会
を
開
催
。

活
動
方
針
や
役
員
、
予
算
な
ど
を
力

強
い
拍
手
で
承
認
し
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
以
下
、
第

二
部
記
念
講
演
、
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
・
大
森
氏
の
講
演
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

校
」
も
開
校
し
ま
し
た
。
〇
才
か
ら

大
学
生
世
代
ま
で
が
全
て
揃
う
学
校

法
人
は
群
馬
県
で
唯
一
で
あ
り
、
約

二
七
〇
〇
〜
二
八
〇
〇
名
の
児
童
・

生
徒
・
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

■
大
学
の
概
要

　

一
九
九
九
年
開
学
の
「
共
愛
学
園

前
橋
国
際
大
学
」
は
、
業
界
内
に

お
い
て
新
設
大
学
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
一
〇
〇
周
年
に
短
大
、
一
一
〇

周
年
に
四
年
制
大
学
に
な
り
ま
し

た
。
一
学
部
一
学
科
（
国
際
社
会
学

部
・
国
際
社
会
学
科
）
の
と
て
も
小

さ
な
大
学
で
す
が
、「T

he sm
all is 

pow
er

」
と
自
分
た
ち
は
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
規
模
を
大
き
く
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
一

つ
の
学
科
に
英
語
、
国
際
、
情
報
・

経
営
、
心
理
・
人
間
文
化
、
児
童
教

育
と
い
う
五
つ
の
コ
ー
ス
を
持
っ
て

お
り
、
国
際
社
会
学
部
な
の
に
小
学

校
の
先
生
も
育
て
て
い
ま
す
。
文
科

省
か
ら
は
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
で
す
よ
」

と
認
可
の
際
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
群

　

共
愛
学
園
は
明

治
二
十
一
年
に
開

校
し
た
群
馬
県
最

古
の
私
立
学
校
で

す
。
新
島
襄
の
教

え
子
た
ち
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
援

と
協
力
で
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
群
馬

で
長
く
教
育
活
動

を
続
け
、
今
年
で

一
二
八
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の

四
月
か
ら
は
幼
稚

園
と
保
育
園
を
一

体
化
し
た
「
こ
ど

も
園
」
が
開
園
し

ま
し
た
。
同
じ
く

四
月
か
ら
「
小
学

馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
で

賞
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
情
報
・
経

営
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
で
す
。

　

一
学
年
の
定
員
は
二
二
五
名
で
、

四
学
年
を
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
〇
名

が
学
ん
で
い
ま
す
。
建
学
の
理
念
は

学
園
名
の
通
り
「
共
愛
＝
共
生
の
精

神
」
で
す
。
大
学
の
目
的
は
「
国
際

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
識
と
洞

察
力
を
持
ち
、
国
際
化
に
伴
う
地
域

社
会
の
諸
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
養
成
」
で
す
。
つ
ま

り
「
国
際
社
会
学
部
で
地
域
人
材
を

育
て
ま
す
」
と
国
に
申
請
し
ま
し

た
。
モ
ッ
ト
ー
は「
学
生
中
心
主
義
」

「
地
域
と
の
共
生
」、
ま
た
「
ち
ょ
っ

と
大
変
だ
け
ど
実
力
の
つ
く
大
学
で

す
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

開
学
時
か
ら
使
っ
て
い
ま
す
。

■
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
大
学

　

大
学
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
言
で

表
す
と
「
入
学
者
が
何
人
い
る
か
」

に
尽
き
ま
す
。
但
し
、
定
員
が
決
め

ら
れ
て
い
る
た
め
、
ど
れ
だ
け
入
学

希
望
者
が
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
企
業
で
あ
れ
ば
「
売
れ
て
い

る
の
に
売
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
状
態
で
す
。
入
学
者
に
定
員
は
あ

り
ま
す
が
、
受
験
者
は
何
人
来
て
く

れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
今
年
は
過

去
最
高
の
受
験
者
数
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
の
私
立
大
学
の
四
〇
％
以

講
師
／
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学　

学
長
　

大
森
　

昭
生 

氏

講
師
／
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学　

学
長
　

大
森
　

昭
生 

氏

〜
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
実
践
例
に
学
ぶ
〜

共
愛
学
園
前
橋
国
際

〜
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
実
践
例
に
学
ぶ
〜

〜
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
実
践
例
に
学
ぶ
〜

〜
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
実
践
例
に
学
ぶ
〜

〜
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
実
践
例
に
学
ぶ
〜

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

「
苦
境
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
組
織
改
革
」

演演演演演演
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上
が
定
員
割
れ
し
て
い

る
な
か
、
右
肩
上
が
り

に
受
験
者
数
を
伸
ば
し

て
い
る
の
も
本
学
が
注

目
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で

す
。二
〇
一
八
年
以
降
、

十
八
才
以
下
の
人
口
が

グ
ッ
と
減
り
、
多
く
の

大
学
の
再
編
や
合
併
、

あ
る
い
は
倒
産
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
大
学
が

月
二
回
く
ら
い
の
ペ
ー

ス
で
視
察
に
訪
れ
ま

す
。
講
演
の
依
頼
も
頻

繁
に
い
た
だ
き
ま
す
。

ム
を
「
共
愛
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。グ
ロ
ー

カ
ル
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
＋
ロ
ー
カ
ル
」

の
造
語
で
、
八
〇
年
代
か
ら
使
わ
れ

始
め
、
今
で
は
当
た
り
前
の
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
は
開
学
当
初

か
ら
グ
ロ
ー
カ
ル
に
取
り
組
ん
で
き

た
の
で
、「
や
っ
と
時
代
が
つ
い
て

き
た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
が
推
進
す
る
大
学
改
革
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
の
方
向
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」、

一
つ
は
「
教
育
の
質
転
換
」、
も
う

一
つ
は
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か

で
「
地
域
の
拠
点
を
め
ざ
す
」
で
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
は
大
規
模
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
く
つ
も
立
ち
上
げ

ま
し
た
。一
つ
は「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
等
事
業
」、
一
つ
は
「
大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

も
う
一
つ
は
「
地
（
知
）
の
拠
点
整

備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
で
す
。
事
業

に
よ
っ
て
は
年
間
一
億
円
超
が
大
学

に
支
払
わ
れ
ま
す
。
全
国
の
選
ば
れ

た
大
学
を
拠
点
と
し
、
大
学
改
革
を

波
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
等
事
業
の
「
経
済
社
会
の
発
展
を

牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支

援
（
Ｇ
Ｇ
Ｊ
）」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
国
四
十
二
大
学
の
一
つ
で
す
。
ま

た
「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
全
国
四
十
六
大
学
、「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」

は
全
国
七
十
七
大
学
の
一
つ
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業
を
柱

に
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
総
称
し

て
「
共
愛
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
て
た
学
生
た
ち
を
地
域

に
定
着
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
か
ら
動

き
出
し
た
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」

で
す
。
本
学
は
全
国
四
十
二
大
学
の

一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
国
立
で
私
立
は
二
大
学
の
み
で

す
。
群
馬
県
の
代
表
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
他
大
学
や
地

域
の
企
業
、
同
友
会
の
皆
様
な
ど
の

お
力
添
え
で
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
」
は
動
い

て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
四
事
業
を
同

時
に
動
か
し
て
い
る
の
は
、
全
国
約

七
八
〇
大
学
の
な
か
で
国
立
千
葉
大

と
本
学
の
二
つ
だ
け
で
す
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

　

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
を
考
え

る
場
合
、
一
般
的
に
は
海
外
大
学
と

の
連
携
協
定
に
動
く
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
学
は
ま
ず
地
域
連
携
の

ス
キ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
。
お
願
い

し
た
の
は
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
と

伊
勢
崎
市
の
サ
ン
デ
ン
Ｈ
Ｄ 

㈱
で

ま
た
、
教
育
系
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ

ネ
ス
系
の
雑
誌
に
も
数
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
日
新
聞
出
版

の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
二
〇
一
五
「
学

長
か
ら
の
評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お

い
て
、
全
国
約
七
八
〇
の
大
学
の
な

か
か
ら
四
十
三
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
「
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
先
導
す
る
改
革
に

積
極
的
な
大
学
」
で
全
国
私
学
五

位
、
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
「
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国

二
十
八
位
に
ラ
ン
ク
す
る
な
ど
、
各

方
面
で
注
目
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
共
愛
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
学
が
取
り
組
む
教
育
プ
ロ
グ
ラ

す
。
私
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
「
次

世
代
の
地
域
社
会
を
牽
引
す
る
グ

ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ

と
」で
す
。世
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
学
生
は
八
十
五
％
が
群
馬
出

身
、七
〇
％
が
群
馬
に
就
職
し
ま
す
。

こ
の
子
た
ち
が
飛
び
立
っ
て
し
ま
っ

た
ら
群
馬
の
人
材
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の

な
か
で
地
域
の
皆
さ
ん
は
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
こ
そ
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
が
必
要
な
の
で
す
。
つ
ま

り
は
「
飛
び
立
た
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
育
て
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

社
会
的
に
、
当
初
は

な
か
な
か
理
解
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
現
在
は
そ
の

必
要
性
が
理
解
さ
れ

て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

全
て
は
紹
介
で
き

ま
せ
ん
が
代
表
的
な

取
り
組
み
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。
ス

カ
イ
プ
で
海
外
と
つ

な
ぎ
、
講
師
と
一
対

一
で
英
会
話
を
学

ぶ
「O

ne on O
ne 

English

」、
こ
れ
を

単
位
認
定
し
て
い
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る
大
学
は
国
内
唯
一
だ
と
思
い
ま

す
。「Global Skills

科
目
群
」
は

英
語
だ
け
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
講
師
は

大
学
の
教
員
の
ほ
か
、
海
外
経
験
の

豊
か
な
社
会
人
に
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
と
実

施
す
る
「
海
外
研
修
サ
ポ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
ン
」
は
、
本
学
の
学
生
が
中
学

生
の
海
外
研
修
を
事
前
指
導
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。「
児
童
向
け
グ
ロ
ー

バ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
小
学
生

が
夏
休
み
の
二
日
間
、
大
学
内
で
グ

ロ
ー
バ
ル
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。

学
生
た
ち
は
四
カ
月
前
に
ゼ
ロ
か
ら

準
備
を
始
め
ま
す
。

　

も
っ
と
も
過
酷
な
の
が
「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
研
修
」
で
、

ガ
イ
ア
の
夜
明
け
に
も
紹
介
さ
れ
た

企
業
向
け
研
修
を
学
生
た
ち
が
行
い

ま
す
。
タ
イ
に
あ
る
サ
ン
デ
ン
現
地

法
人
に
学
生
た
ち
が
伺
い
、
社
長
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら

れ
、
制
限
時
間
内
に
コ
ン
プ
リ
ー
ト

す
る
内
容
で
す
。
言
葉
が
通
じ
な
い

ア
ウ
ェ
イ
で
の
市
場
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て

試
行
錯
誤
し
「
自
分
た
ち
に
与
え
ら

れ
た
課
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
く

か
」
を
考
え
、行
動
し
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
コ
ン
プ
リ
ー
ト
で
き
な
い

場
合
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
悔

し
い
経
験
を
し
た
学
生
た
ち
は
帰
っ

て
き
て
か
ら
も
凄
く
頑
張
っ
て
く
れ

ま
す
。

員
同
士
の
人
事
交
流
も
し
た
い
と
い

う
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た

ち
が
地
域
に
出
て
学
ぶ
た
め
、
半
年

間
、
登
校
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

り
ま
す
。
学
内
で
学
ぶ
よ
り
、
企
業

や
自
治
体
な
ど
で
働
か
せ
て
も
ら
う

方
が
学
生
は
格
段
に
成
長
し
ま
す
。

ま
た
、山
間
部
の
集
落
に
通
っ
た
り
、

泊
ま
っ
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域

の
課
題
解
決
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
を
意
識
し
始
め
た
学
生
た
ち

は
、
三
つ
の
温
泉
地
を
つ
な
ぐ
お
土

産
品
の
開
発
、
新
宿
高
島
屋
で
開
催

さ
れ
る「
大
学
は
美
味
し
い
フ
ェ
ア
」

へ
の
参
加
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
川
場
村
の
雪
ほ
た
か
を

使
っ
た
「
雪
ぽ
ん
ク
ラ
ン
チ
」
は
学

生
た
ち
が
開
発
し
て
四
万
箱
も
売
れ

ま
し
た
。現
在
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は「
ぐ

ん
ま
方
言
か
る
た
」
で
す
。
銀
座
の

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
ち
や
県
内
の
書
店
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
ゼ

ミ
が
協
力
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
国

語
や
美
術
教
育
の
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち

は
方
言
研
究
や
絵
札
作
成
を
じ
っ
く

り
行
い
ま
す
。
反
対
に
産
学
連
携
の

ゼ
ミ
は
お
正
月
に
間
に
合
う
よ
う
に

販
売
計
画
を
立
て
ま
す
。
す
る
と
学

生
同
士
が
ケ
ン
カ
に
な
り
ま
す
。
会

社
の
生
産
部
門
と
販
売
部
門
で
も
同

じ
よ
う
な
事
象
が
起
こ
る
と
思
い
ま

す
。
販
売
に
つ
い
て
も
最
初
は
書
店

に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
さ
え
苦
労
し

ま
し
た
。
売
れ
な
い
経
験
も
売
れ
た

喜
び
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
踏
ま
え

て
「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る

地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」

が
昨
年
度
後
半
か
ら
動
き
始
め
ま
し

た
。
い
か
に
し
て
地
域
人
材
を
育
成

す
る
か
、
若
者
を
地
元
に
定
着
さ
せ

る
か
が
計
画
の
趣
旨
で
す
。
本
格
的

に
動
き
出
す
の
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、
同
友
会
の
皆
さ
ん
に
も
お
力
添

え
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

大
学
教
育
は
講
義
を
受
け
る
だ
け

の
一
方
向
的
な
学
び
か
ら
、「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
に
移
行
し
て
い

ま
す
。
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
付
け

る
た
め
、
知
識
を
定
着
さ
せ
る
た
め

に
有
効
で
す
。
あ
る
研
究
に
よ
る

と
、
講
義
を
聞
い
た
二
ケ
月
後
に
は

五
％
し
か
知
識
は
残
ら
ず
、
人
に
教

え
る
こ
と
で
九
〇
％
が
知
識
と
し
て

残
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

大
学
教
育
は
先
生
の
知
識
は
定
着
し

て
も
、
学
生
の
知
識
は
定
着
し
な
い

構
造
で
し
た
。

　

本
学
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

用
の
建
物
を
つ
く
り
ま
し
た
。
講
義

の
時
間
も
あ
り
ま
す
が
、
授
業
中
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
教
育
の
質
転
換
が
特
に
進
ん

で
い
る
大
学
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
教
育
研
究
所
の
調

査
に
協
力
し
た
際
に
は
「
他
大
学
の

平
均
と
比
較
し
て
各
種
の
力
が
成
長

す
る
」
と
い
う
結
果
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

卒
業
生
を
対
象
に
「
入
学
し
て
良

か
っ
た
か
？
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
企
業
の
顧

客
満
足
度
調
査
の
よ
う
な
も
の
で
、

大
学
経
営
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と

で
す
。
わ
ず
か
二
二
五
名
の
定
員
な

の
で
、
県
内
の
高
校
か
ら
三
人
ず
つ

入
学
す
れ
ば
定
員
は
埋
ま
る
計
算
に

　

本
学
で
様
々
な
取
り
組
み

が
で
き
る
の
も
地
域
連
携
が

あ
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
対
す
る
国
の
中

間
評
価
が
先
日
あ
り
ま
し
た

が
、
数
少
な
い
最
高
の
Ｓ
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
地
（
知
）
の
拠
点
推
進
事
業

　
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備

事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
は
前
橋

市
と
推
進
本
部
を
設
置
し
ま

し
た
。
本
部
長
は
副
学
長
、

副
本
部
長
は
副
市
長
と
教
育

長
が
務
め
、
将
来
的
に
は
職
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な
り
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
県
内
の

高
校
生
で
あ
り
、
広
報
戦
略
は
ク
チ

コ
ミ
で
す
。
推
薦
面
接
で
「
な
ぜ
本

学
に
入
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
か
？
」

と
質
問
し
た
際
、本
当
は「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る
か
ら
」
と
答

え
て
ほ
し
い
で
す
が
、実
際
に
は「
バ

イ
ト
先
の
先
輩
に
勧
め
ら
れ
ま
し

た
」
と
い
う
答
え
も
多
い
で
す
。
学

生
た
ち
に「
う
ち
は
良
い
大
学
だ
よ
」

と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の

で
す
。

　

学
生
た
ち
を
チ
ヤ
ホ
ヤ
す
る
だ
け

で
満
足
度
が
高
ま
る
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
入
学
し

て
良
か
っ
た
か
？
」
と
「
力
が
つ
い

た
か
？
」
は
比
例
し
ま
す
。
今
後
は

「
共
愛
キ
ャ
リ
ア
ゲ
ー
ト
」
と
い
う

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
各

学
生
の
四
年
間
の
学
び
を
記
録
し
て

い
き
ま
す
。
本
学
で
つ
く
「
十
二
の

力
」
を
定
め
、
自
分
が
ど
こ
ま
で
成

長
し
た
か
を
見
え
る
化
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
情
報
を
外
部
に
公
表
す
る

「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
と
い
う
仕
組
み

も
合
わ
せ
て
つ
く
り
ま
し
た
。
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
明
記
す

れ
ば
、
企
業
の
採
用
担
当
者
が
「
四

年
間
で
何
を
学
ん
だ
か
」
が
分
か
る

仕
組
み
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く

の
大
学
が
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
一
年
生
・
二
年
生
が
就
職
活
動

四
年
目
以
降
は
順
調
に
学
生
が
集
ま

り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
時
を
振
り
返
る
前
に
、
大
学
と

い
う
組
織
の
特
殊
性
を
説
明
し
ま

す
。
様
々
な
大
学
が
あ
る
の
で
一
概

に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
企
業
の
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
私
立
大
学
の
場
合
、
学

長
は
中
間
管
理
職
で
す
。
教
育
研
究

面
の
ト
ッ
プ
は
学
長
で
す
が
、
経
営

面
の
ト
ッ
プ
は
理
事
長
に
な
る
わ
け

で
す
。
組
織
に
ト
ッ
プ
が
二
人
い
る

た
め
、「
お
金
の
相
談
は
理
事
長
」「
教

育
の
相
談
は
学
長
」
と
い
う
状
況
が

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
理
事
長
の
提

案
、
学
長
の
提
案
が
「
教
授
会
」
で

否
決
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
教
授
会
の
承
認
が
な
け
れ
ば
何

も
で
き
ま
せ
ん
。
企
業
で
あ
れ
ば

「
ト
ッ
プ
の
提
案
が
現
場
の
会
議
で

否
決
さ
れ
る
」
の
と
同
じ
で
す
。
そ

れ
が
大
学
と
い
う
組
織
で
す
。

　

学
長
の
下
に
は
教
育
研
究
組
織
と

事
務
組
織
が
置
か
れ
、
教
育
研
究
組

織
に
は
各
種
学
部
、
事
務
組
織
に
は

各
種
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
学
部

長
・
部
長
が
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
部
・

部
の
下
に
は
各
委
員
会
や
各
事
務
局

が
あ
り
、
事
務
局
を
統
括
す
る
事
務

局
長
も
い
る
の
で
、
指
示
系
統
も
非

常
に
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
務

は
事
務
局
が
担
当
し
ま
す
が
、
発
言

権
や
議
決
権
が
な
い
場
合
が
ほ
と
ん

が
、
と
て
も
大
変
で
悩
ま
し
い
こ
と

で
す
。
ま
た
、
大
学
は
研
究
機
関
で

す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
大
学
が
当
て

は
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
は

「
教
育
機
関
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

が
ち
で
し
た
。
仕
方
の
な
い
理
由
は

あ
り
ま
す
。
講
師
が
准
教
授
、
准
教

授
が
教
授
に
な
る
た
め
に
、
教
育
業

績
は
一
切
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
研
究

業
績
が
審
査
対
象
に
な
り
な
ま
す
。

教
授
に
な
る
た
め
に
研
究
を
頑
張
る

の
は
当
然
で
す
。
ど
れ
だ
け
素
晴
ら

し
い
教
育
を
し
て
も
教
授
に
な
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
教
員
は
身
分
が
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
学
が
経
営
不
振
に
陥
っ
て

も
給
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
し
、
ク
ビ

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
科
省
と
の
関
係
も
大
変
で
す
。

「
人
気
の
な
い
学
科
を
廃
止
し
、
新

し
い
学
科
を
つ
く
ろ
う
」、
企
業
で

あ
れ
ば「
新
し
い
商
品
を
つ
く
ろ
う
」

と
思
っ
て
も
、
簡
単
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
後
に
長
く
厳
し
い
審
査
を

経
て
、
つ
く
れ
る
か
は
五
分
五
分
で

す
。
経
営
が
厳
し
く
て
も
教
員
の
数

は
減
ら
せ
ま
せ
ん
。
学
生
数
に
応
じ

て
教
員
数
は
法
津
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
受
験
者
が
多
く
て
も
定
員
は
勝

手
に
増
や
せ
ま
せ
ん
。
審
議
会
の
認

ど
で
す
。
現
在
は
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
明
治
時
代
か
ら

大
学
業
界
は
こ
の
よ

う
な
組
織
で
動
い
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は

本
学
の
こ
と
で
は
な

く
、
あ
る
い
は
ど
こ

か
の
大
学
の
こ
と
で

も
な
く
、
一
般
論
で

す
。

■
大
学
組
織
の
特
殊

性
②

　

学
校
法
人
は
利
益

を
上
げ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
税
金
面
で

は
優
遇
さ
れ
ま
す

す
る
と
き
に
は
、
実
質

的
に
運
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。

■
大
学
組
織
の
特
殊
性

　

本
学
に
も
危
機
の
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
開

学
一
年
目
は
ご
祝
儀
で

学
生
が
集
ま
っ
た
も
の

の
、
そ
の
翌
年
か
ら

一
〇
〇
名
近
く
定
員
を

割
り
ま
し
た
。
こ
の
ま

ま
行
け
ば
「
座
し
て
死

を
待
つ
の
み
」
と
い
う

雰
囲
気
が
学
内
に
漂
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
多

少
の
波
は
あ
る
も
の
の
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に
し
ま
し
た
。

　

資
格
特
待
生
の
導
入
は
、
カ
ン
フ

ル
剤
中
の
カ
ン
フ
ル
剤
で
す
。
大
学

業
界
で
は
驚
き
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。「
英
検
二
級
を
取
得
し
て

い
る
場
合
、
四
年
間
の
授
業
料
を
全

額
免
除
し
ま
す
」と
い
う
内
容
で
す
。

学
力
は
あ
っ
て
も
経
済
面
で
不
安
の

あ
る
学
生
に
と
っ
て
、入
学
前
に「
確

実
に
学
費
が
免
除
さ
れ
ま
す
」
と
い

う
制
度
は
魅
力
的
で
す
。
面
接
で
は

「
二
級
頑
張
り
ま
す
！
」
し
か
言
い

ま
せ
ん
（
笑
）。

　

こ
の
資
格
特
待
生
の
導
入
は
県
内

高
校
へ
徐
々
に
浸
透
し
て
い
き
ま

す
。
高
校
に
よ
っ
て
は
「
共
愛
シ
フ

ト
」
と
言
っ
て
生
徒
全
員
に
英
検
二

級
を
受
け
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
初

年
度
に
入
学
し
た
特
待
生
は
数
人
で

し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
難
関

で
あ
る
県
の
英
語
教
員
採
用
試
験
を

一
発
合
格
し
ま
し
た
。
一
人
は
大

手
航
空
会
社
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
プ
リ
ー
ズ
」
と
や
っ
て
く
れ

れ
ば
、
高
校
生
た
ち
は
「
私
も
英
検

二
級
を
頑
張
っ
て
入
学
し
よ
う
！
」

と
な
り
ま
す
。
成
果
は
確
実
に
表
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　
「
経
営
的
に
大
丈
夫
な
の
か
？
」

と
い
う
議
論
は
当
然
あ
り
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
深
夜
に
安
く
な

る
の
と
近
い
理
屈
で
、
定
員
割
れ
し

可
が
必
要
で
す
。学
部
・

学
科
の
設
置
時
に
は
自

由
に
教
員
を
採
用
で
き

ま
せ
ん
。
文
科
省
の
審

議
会
を
通
し
て
決
定
さ

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
授

業
時
数
や
単
位
数
も
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
大
学

は
雁
字
搦
め
の
な
か
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

　

特
殊
性
と
い
う
意
味

で
は
「
大
学
に
と
っ
て

学
生
は
ど
ん
な
存
在

か
？
」
も
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
一
番
分
か
り

や
す
い
の
は
「
教
育
」

と
い
う
商
品
を「
学
生
」

た
ま
ま
な
ら
収
入
は
〇
円
で
す
が
、

入
学
者
が
い
れ
ば
収
入
が
あ
り
ま

す
。
四
年
間
の
授
業
料
は
免
除
で
す

が
、
入
学
金
と
施
設
設
備
費
は
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
授
業
料
免
除
の

要
件
と
し
て
、
一
年
ご
と
に
資
格
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
遊
ん
で
ば
か

り
い
る
学
生
の
学
費
は
免
除
で
き
ま

せ
ん
。
資
格
特
待
生
が
周
り
の
学
生

た
ち
も
巻
き
込
ん
で
一
生
懸
命
に
勉

強
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、「
勉
強

す
る
大
学
」
に
一
気
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
「
定
員
の
二
二
五
名
全
員
が
英
検

二
級
を
取
得
し
て
き
た
ら
ど
う
す
る

の
？
」
は
誰
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
（
笑
）。
数
年
後
に
は
定
員
の

う
ち
約
八
〇
名
が
資
格
特
待
生
と
し

聞
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
「
コ
ー
ス
制
」
と
「
資
格
特

待
生
」
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
学
当
初
は
国
際
社
会
学
科
の
み

で
現
在
の
コ
ー
ス
制
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
大
学
説
明
会
の
ブ
ー
ス
に

座
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
高
校

生
が
目
の
前
を
素
通
り
し
て
い
き
ま

す
。
理
由
は
「
国
際
社
会
学
部
と
言

わ
れ
て
も
、
何
を
勉
強
す
る
大
学
か

分
か
ら
な
い
か
ら
」
で
す
。
考
え
れ

ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。「
凄
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
た
」
と
自
分

た
ち
だ
け
で
喜
ん
で
い
た
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
五
つ
の
コ
ー
ス
を
つ
く

り
、
本
学
で
勉
強
す
る
内
容
を
明
確

に
提
供
す
る
構
造
で
す
。
当
然
そ
の

役
割
は
あ
り
ま
す
。
一
方
で「
学
生
」

を
商
品
と
捉
え
れ
ば
、
育
て
た
「
学

生
」
と
い
う
商
品
を
「
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
」
に
提
供
す
る
構
造
も

成
立
し
ま
す
。
学
生
は
「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
」
で
あ
り
「
商
品
」
に
も

な
り
得
ま
す
。
ま
た
、
学
生
は
大
学

の
一
員
で
も
あ
り
ま
す
。

■
組
織
改
革

　

最
初
は
徹
底
的
に
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
客
様
で

あ
る
高
校
の
先
生
や
生
徒
に
「
な
ぜ

受
け
て
く
れ
な
い
の
か
」「
ど
う
す

れ
ば
来
て
く
れ
る
か
」
の
ニ
ー
ズ
を

て
入
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
理
事
会

に
も
「
こ
の
制
度
は
い
つ
ま
で

続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
大
学

の
ブ
ラ
ン
ド
が
定
着
し
て
き
た

た
め「
一
年
間
だ
け
学
費
免
除
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

昨
年
は
過
去
最
高
の
受
験
生
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

開
学
か
ら
の
入
試
レ
ベ
ル
は

維
持
し
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
学

生
が
集
ま
ら
な
く
て
も
推
薦
入

試
の
評
定
は
し
っ
か
り
と
つ
け

ま
し
た
。
高
校
の
進
路
指
導
の

先
生
に
は
「
共
愛
レ
ベ
ル
の
大

学
が
生
意
気
」
と
思
わ
れ
て
い
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施工前
施工後

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
叱
り
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
は
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
般

入
試
で
も
厳
格
に
不
合
格
者
を
出
し

ま
し
た
。
今
で
は
「
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
を
目
指
す
な
ら
勉
強
し
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

る
高
校
の
先
生
も
い
ま
す
。
短
期
的

に
は
定
員
一
杯
ま
で
学
生
を
入
学
さ

せ
た
方
が
良
い
で
す
が
、
自
分
た
ち

が
教
育
と
い
う
社
会
的
責
任
を
果
た

す
た
め
に
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑

張
り
ま
し
た
。

■
組
織
文
化
の
醸
成

　

開
学
前
は
「
凄
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
で
き
た
の
で
、
ど
う
ぞ
来
て
く
だ

さ
い
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
全
国

か
ら
学
生
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
は
ず

で
し
た
が
、誰
も
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
地
域
の
学
生
が
集
め
ら
れ
な
い
の

に
全
国
か
ら
集
ま
る
は
ず
が
な
い
」

と
、
あ
る
教
員
が
言
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
そ
の
通
り
で
す
。「
全
国
か
ら

多
様
な
学
生
が
集
ま
る
大
学
」
と
い

う
大
学
人
が
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
な
理

想
の
大
学
像
を
捨
て
、「
群
馬
の
学

生
を
育
て
る
大
学
」
に
考
え
方
を
転

換
し
て
い
き
ま
す
。

　

先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
大
学
は
特

殊
な
組
織
で
す
。
ト
ッ
プ
の
意
思
が

現
場
の
行
動
に
反
映
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
め
ざ
し
た
の
は
「
教
職
員

全
員
が
経
営
者
に
な
る
こ
と
」で
す
。

「
白
い
巨
塔
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く

だ
さ
い
。
教
授
を
先
頭
に
し
た
ピ
ラ

れ
ま
し
た
が
、
次
回
以
降
に
必
ず

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
徐
々
に

会
議
の
内
容
が
磨
か
れ
て
い
き
、
次

第
に
満
足
度
の
高
い
会
議
が
成
立
し

て
い
き
ま
し
た
。
三
年
間
毎
月
開
催

し
続
け
ま
し
た
が
、
現
在
は
年
二
回

を
定
例
に
し
て
、
後
は
議
題
の
有
無

に
応
じ
て
臨
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
会
議
は
組
織
文
化
を
根
付

か
せ
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

　

人
件
費
抑
制
規
程
も
ス
タ
ッ
フ
会

議
で
決
め
ま
し
た
。
学
生
数
が
減

り
、
入
試
レ
ベ
ル
を
維
持
す
れ
ば
自

ず
と
収
入
が
減
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

夜
か
ら
始
め
ま
し

た
。
第
一
回
の
議
題

は
「
事
務
局
の
机
レ

イ
ア
ウ
ト
」
で
し

た
。
そ
こ
に
参
加
し

た
ベ
テ
ラ
ン
の
教
授

は
「
何
で
オ
レ
が
こ

ん
な
の
に
付
き
合
わ

な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

だ
」
と
手
を
挙
げ
て

発
言
し
ま
し
た
。
言

わ
れ
て
当
然
で
す
。

あ
え
て
そ
の
議
題
を

持
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
も
仕
込
み
ま

し
た
。
予
め
女
性
職

員
に
発
言
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た

ミ
ッ
ド
型
の
組
織
で
、
大
学
の

一
番
大
事
な
こ
と
は
教
授
会
が

決
め
ま
す
。
本
学
は
そ
れ
を
辞

め
ま
し
た
。
一
番
大
事
な
こ
と

は
「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」
と
い
う

会
議
体
で
決
め
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
理
事
長
も
教
員
も
職
員

も
ま
っ
た
く
同
じ
立
場
で
参
加

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を

交
え
な
が
ら
大
学
の
方
針
や
方

向
性
を
全
員
で
決
め
ま
す
。
そ

の
方
針
を
共
有
し
、
方
針
に

沿
っ
て
全
員
が
行
動
す
る
わ
け

で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
会
議
は
開
学
前

が
、
大
学
特
有
の
文
化
の
な
か
で
酷

な
役
割
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

開
学
後
も
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
毎
月

開
催
し
ま
し
た
。
法
律
上
は
教
授
会

も
開
催
し
て
議
事
録
を
残
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
教
授
会
の
前
週
に

ス
タ
ッ
フ
会
議
を
開
催
し
、
教
授
会

は
議
決
だ
け
で
済
ま
す
と
い
う
流
れ

で
進
め
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
中
か

ら
議
長
団
を
選
出
し
、
議
長
団
が
集

め
た
議
題
に
沿
っ
て
会
議
は
運
営
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
会
議
満
足
度
ア
ン

ケ
ー
ト
も
毎
回
実
施
し
ま
し
た
。
最

初
は
「
ひ
ど
い
議
題
だ
っ
た
」「
く

だ
ら
な
い
会
議
だ
っ
た
」
と
書
か

会
議
で
何
度
も
議
論
し
た
結
果
、「
全

員
一
律
で
給
与
カ
ッ
ト
し
よ
う
」
と

い
う
規
程
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

覚
悟
を
持
っ
て
全
員
が
頑
張
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
今
ま
で
一
度
も
適
用

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
代
や
性
別
に
捉
わ
れ
な
い
フ

ラ
ッ
ト
な
組
織
で
す
。
前
学
長
も

四
〇
代
で
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
学
部
長
に
な
っ
た
の
は
三
十
四
才

の
講
師
の
と
き
で
す
。
今
年
か
ら
学

部
長
に
選
任
さ
れ
た
の
も
着
任
五
年

目
、
三
十
六
才
の
准
教
授
で
す
。
自

ら
学
部
長
に
立
候
補
し
て
全
員
か
ら

信
任
さ
れ
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（�）20�6年 6月号 第4�2号

■
明
日
の
ご
飯
を
食
べ
る
た
め
に

　

最
初
か
ら
組
織
づ
く
り
が
上
手
く

い
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

短
大
時
に
着
任
し
て
い
た
の
で
、
四

年
制
大
学
を
開
校
す
る
と
き
に
は
既

に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
取

り
組
み
を
し
な
い
と
潰
れ
る
と
思
い

ま
し
た
。
短
大
時
代
は
教
授
会
が
一

番
偉
い
組
織
で
し
た
。
学
長
を
先
頭

に
し
て
年
齢
順
に
教
授
の
先
生
方
が

座
っ
て
い
き
、
一
番
若
か
っ
た
私
は

一
番
後
ろ
で
し
た
。
さ
ら
に
後
ろ
に

は
事
務
局
の
課
長
が
座
っ
て
い
ま

す
。
全
員
が
学
長
や
ベ
テ
ラ
ン
教
授

の
方
を
見
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
が
見
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
学
生
で
す
。
し
か
し
、
学
生

を
見
て
も
何
も
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
状
態
を
続
け
て
い
た
ら
潰
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
、
あ
る
取
り
組
み
を
提
案
し

た
後
、
大
学
に
行
く
と
学
長
に
呼
び

出
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
二
時
間
、

学
長
室
に
立
た
さ
れ
て
お
説
教
を
受

け
ま
し
た
。「
君
は
何
を
考
え
て
い

る
ん
だ
」「
大
学
を
何
だ
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
二

時
間
立
た
さ
れ
て
提
案
が
通
る
な

学
に
向
け
て
大
学
設
備
に
関
す
る
部

会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
会

を
任
さ
れ
た
比
較
的
若
い
教
授
が
、

私
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
次

の
教
授
会
で
「
部
会
長
は
大
森
が
や

り
ま
す
」
と
、
そ
の
若
い
教
授
が
提

案
し
ま
し
た
。
教
授
会
に
は
笑
い
が

起
き
ま
し
た
が
、
真
剣
に
掛
け
合
っ

て
く
れ
て
「
や
ら
せ
て
み
る
か
」
と

い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
使
わ
れ
れ

ば
使
わ
れ
る
ほ
ど
私
は
色
々
な
情
報

を
知
り
、力
も
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
彼
に
育
て
て
も
ら
っ
た
と
思
い

ま
す
。

■
学
生
に
と
っ
て
「
私
の
大
学
」

　

こ
こ
ま
で
は
教
職
員
が
「
私
の
大

学
」
と
思
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
大
学
の
構
成
員
に
は
学
生

も
い
ま
す
。学
生
は
お
客
様
で
あ
り
、

商
品
で
あ
り
、
構
成
員
で
す
。
学
生

に
「
私
の
大
学
」
と
思
っ
て
も
ら
う

た
め
、
大
学
運
営
へ
の
学
生
参
画
の

仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
」
や
「
英
語
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー
」
な
ど
は
学
生

が
学
生
に
勉
強
を
教
え
る
仕
組
み
で

す
。
教
え
る
学
生
に
は
給
料
も
支
払

わ
れ
ま
す
。
学
生
が
大
学
を
回
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
空
調
ス
イ
ッ
チ
に

は
設
定
温
度
の
貼
り
紙
が
つ
い
て
い

ま
す
。
教
員
が
貼
っ
た
訳
で
は
あ
り

は
全
て
学
生
が
や
っ
て
い
ま
す
。
大

学
の
生
命
線
と
い
え
る
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
学
生
が
ゼ
ロ
か
ら

企
画
し
ま
す
。
各
コ
ー
ス
や
勉
強
の

中
身
を
「
私
の
大
学
」
と
し
て
高
校

生
に
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

■
大
学
は
誰
の
も
の
な
の
か

　

本
学
は「
地
方
」に
あ
る「
小
規
模
」

で
「
新
設
」
の
大
学
で
す
。
潰
れ
る

大
学
の
三
要
素
を
全
て
持
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
「
地

方
に
あ
る
か
ら
こ
そ
地
域
の
た
め
の

大
学
に
な
ろ
う
」「
小
規
模
だ
か
ら

こ
そ
教
育
の
質
を
転
換
し
、
学
生
と

一
緒
に
つ
く
る
大
学
に
な
ろ
う
」「
新

ま
せ
ん
。
学
生
が
貼
り
ま
し
た
。
ト

イ
レ
の
蓋
を
開
け
る
と
節
電
を
呼
び

か
け
る
イ
ラ
ス
ト
が
出
て
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
学
生
が
貼
り
ま
し
た
。「
私

の
大
学
」
と
い
う
意
識
を
学
生
が
持

ち
始
め
る
と
、
自
ず
と
学
生
た
ち
は

行
動
を
始
め
ま
す
。

　

学
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
取
り

組
み
と
し
て
「
ス
ピ
ー
ク
ア
ッ
プ
相

談
シ
ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

大
学
に
も
あ
る
目
安
箱
の
よ
う
な
も

の
で
、
大
学
側
に
言
い
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
記
入
し
て
投
函
す
る
仕
組
み

で
す
。
し
か
し
、
卒
業
権
限
や
単
位

認
定
権
な
ど
大
学
側
は
学
生
に
対
し

て
圧
倒
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
な
か
な
か
学
生
は
本
音
で
書
け

ま
せ
ん
。
本
学
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
選
任
し
、
ど
の
学
生
が
投
函

し
た
か
を
明
か
さ
ず
、
し
か
も
必
ず

回
答
が
も
ら
え
る
仕
組
み
で
運
用
し

て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
「
私
の
大

学
」
を
つ
く
る
意
識
の
醸
成
に
非
常

に
有
効
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
部
室
棟
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
予
算
の
約
五
〇
〇
〇
万
円
を

学
生
た
ち
に
預
け
て
部
室
棟
を
建
て

ま
し
た
。
四
年
前
に
完
成
し
た
「
共

愛
コ
モ
ン
ズ
」
と
い
う
先
進
的
な
校

舎
に
つ
い
て
も
、
建
築
家
と
学
生
・

教
職
員
が
一
緒
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
建
て
ま
し
た
。
ま
た
、

「
学
内
カ
フ
ェ
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

ら
良
い
か
」
と
思

い
ま
し
た
（
笑
）。

自
分
た
ち
が
「
明

日
の
ご
飯
を
食
べ

る
に
は
ど
う
す
べ

き
か
」
と
い
う
泥

臭
い
話
で
す
。

　

い
か
に
も
私
が

組
織
を
つ
く
っ
た

よ
う
な
話
に
聞
こ

え
ま
す
が
、
様
々

な
人
た
ち
が
プ
レ

イ
ヤ
ー
で
し
た
。

ま
た
、
組
織
に
は

人
を
育
て
る
キ
ー

マ
ン
が
必
ず
存
在

し
ま
す
。
私
も
育

て
ら
れ
ま
し
た
。

四
年
制
大
学
の
開
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し
た
。
彼
女
は
ボ
ロ
ボ
ロ
泣
き

な
が
ら
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
様
々
な
人
た
ち
の
手
を
借

り
て
大
学
は
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

教
職
員
が
学
生
に
向
き
合

い
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
大
学

を
つ
く
り
、
地
域
の
人
た
ち
の

協
力
を
得
て
、
大
学
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
を
形
成
し

ま
し
た
。
こ
の
文
化
を
つ
く
る

の
に
十
年
か
か
り
ま
し
た
。
最

初
は
地
下
に
潜
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
形
に
な
っ
て
表
れ

設
だ
か
ら
こ
そ
今
ま
で
の
大
学
の
あ

り
方
に
捉
わ
れ
な
い
新
し
い
大
学
に

な
ろ
う
」と
、三
重
苦
を
全
て
メ
リ
ッ

ト
に
変
え
て
き
ま
し
た
。

　

十
数
年
前
に
卒
業
し
た
あ
る
卒
業

生
が
学
校
に
来
て
く
れ
ま
す
。
も
う

立
派
な
社
会
人
で
す
。
在
学
中
は
手

を
焼
き
ま
し
た
。
色
々
な
こ
と
を
や

ら
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
私
の

と
こ
ろ
へ
は
来
ま
せ
ん
が
、
食
堂
の

店
長
の
誕
生
日
に
は
毎
年
花
束
を

持
っ
て
訪
れ
ま
す
。
彼
に
と
っ
て
の

大
学
は
食
堂
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
あ

り
、
彼
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
食
堂

の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
。
食
堂
は

単
な
る
運
営
業
者
で
は
な
く
、
学
生

た
ち
を
一
緒
に
育
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
一
二
〇
周
年
式
典
で
は
食

堂
の
店
長
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

《
質
疑
応
答
》

■
影
響
を
受
け
た
経
験

　

子
供
の
頃
か
ら
リ
ー
ダ
ー
体
質

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
学

校
で
は
児
童
会
長
、
中
学
校
で
は
学

年
委
員
長
を
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
経
験
が
現
在
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
小
学

校
の
五
年
生
、六
年
生
時
の
担
任
は
、

本
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
ク

ラ
ス
経
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
給

食
当
番
を
決
め
な
い
た
め
、
時
間
に

な
る
と
誰
か
が
主
体
的
に
エ
プ
ロ
ン

を
着
て
、給
食
を
取
り
に
行
き
ま
す
。

ま
た
、
学
級
委
員
を
選
任
す
る
と
き

は
推
薦
を
許
さ
ず
、
必
ず
立
候
補
で

決
め
さ
せ
ま
し
た
。
学
級
委
員
を
決

め
る
学
級
会
が
始
ま
る
と
生
徒
は
静

か
に
座
っ
た
ま
ま
、
そ
れ
で
一
日
が

終
わ
り
ま
す
。
次
の
日
、
ま
た
朝
か

ら
学
級
会
で
す
。
お
昼
休
み
く
ら
い

に
な
る
と「
決
め
な
き
ゃ
ま
ず
い
ぞ
」

「
誰
に
や
っ
て
も
ら
う
？
」
と
い
う

雰
囲
気
に
な
り
、
子
供
た
ち
な
り
に

相
談
し
て
立
候
補
者
を
決
め
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
経
営
の
な
か

で
自
主
性
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

■
組
織
改
革
の
苦
労

　

や
は
り
「
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
」
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
改
革
を
応
援
し

た
の
は
、
こ
こ
数
年
の
話
で
す
。

　
「
大
学
は
誰
の
も
の
な
の
か
」。
開

学
の
と
き
か
ら
皆
で
真
剣
に
議
論
し

ま
し
た
。
答
え
は
簡
単
で
す
。「
学

生
の
た
め
の
も
の
」で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
大
学
は
そ
う
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
一
度
そ
の
原

点
に
立
ち
返
る
た
め
、「
何
を
す
れ

ば
良
い
か
」
を
一
生
懸
命
に
考
え
ま

し
た
。
大
学
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

大
学
は
理
論
を
教
え
る
の
は
プ
ロ
で

す
。
し
か
し
、
実
践
の
場
が
な
い
の

で
、
そ
こ
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
で
き

な
い
こ
と
」
を
認
識
し
て
初
め
て
、

教
育
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。

て
く
れ
る
教
授
に
「
ど
う
し
た
ら
良

い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
訪
ね
る
と

「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
だ
け
で
教
職
員
が
動
く
ほ
ど

簡
単
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

大
学
と
い
う
組
織
は
、
中
央
官
庁
の

元
職
員
や
有
名
企
業
の
元
部
長
、
研

究
に
没
頭
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
教
授

な
ど
様
々
な
人
が
い
る
の
で
、
大
学

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
育
っ
て
き
た

組
織
文
化
も
全
く
違
い
ま
す
。
そ
う

し
た
異
文
化
の
集
ま
り
の
中
で
、
あ

る
時
に
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と

自
体
を
諦
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
労
力

を
使
う
の
で
は
な
く
、
同
じ
方
向
を

向
い
て
い
る
人
た
ち
が
タ
ッ
グ
を
組

め
ば
良
い
の
で
す
。
過
半
数
の
人
た

ち
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
な
れ
ば
組
織

は
動
い
て
い
き
ま
す
。

■
組
織
を
動
か
す
仕
掛
け

　

正
解
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
「
安
心
感
」
が
重
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
失
敗
し
て

も
良
い
組
織
づ
く
り
で
す
。
例
え
ば

本
学
の
教
職
員
が
皆
さ
ん
と
話
し
た

際
に
「
一
緒
に
新
し
い
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
題
で
盛

り
上
が
っ
た
と
し
ま
す
。
帰
り
際
に

「
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
教
授
会
で
検

討
し
、
三
ヶ
月
後
に
は
お
返
事
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
場

で
教
職
員
が
判
断
し
「
ぜ
ひ
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
言
っ
た
後
に
「
ど
う
す
れ
ば
で

き
る
の
か
」
を
皆
で
考
え
ら
れ
る
組

織
づ
く
り
で
す
。
本
学
は
教
職
員
が

安
心
し
て
自
分
の
判
断
で
動
け
て
い

る
の
で
、
色
々
な
取
り
組
み
を
仕
掛

け
て
く
れ
ま
す
。

■
十
年
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

　

十
年
後
の
未
来
を
私
は
想
像
で
き

ま
せ
ん
。
本
学
に
と
っ
て
十
年
後
は

長
過
ぎ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
五
年

前
に
「
学
び
の
共
愛
」
と
言
わ
れ
る

大
学
に
な
れ
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
打
ち
立
て
て
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
次
の
五
年
は
「
キ
ャ
リ
ア
の
共

愛
」
と
言
わ
れ
る
大
学
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
地
元
で
、
自

分
が
望
む
キ
ャ
リ
ア
を
積
め
る
大
学

に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
取
り
組
ん
だ
改
革
は
、
経

営
の
鉄
則
か
ら
は
外
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
常
に

半
歩
先
を
行
く
大
学
づ
く
り
」
を
実

行
し
て
き
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
カ
ル
も

資
格
特
待
生
の
制
度
も
そ
う
で
す
。

時
流
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、
半
歩

先
に
仕
掛
け
た
こ
と
が
他
大
学
に
も

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

他
よ
り
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
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第
四
十
四
回
定
時
総
会
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

群
馬
同
友
会
会
員
の
皆
様
の
、
熱

心
な
経
営
努
力
と
同
友
会
運
動
発
展

へ
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
熊
本
・
大
分
地
震
に

際
し
て
は
、
全
国
か
ら
温
か
い
ご
支

援
、
励
ま
し
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ

る
地
域
の
被
害
の
状
況
に
、
衝
撃
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
震
度
七
の
大
き

な
揺
れ
が
立
て
続
け
に
起
き
る
と
い

う
こ
れ
ま
で
に
な
い
地
震
で
あ
り
、

今
後
の
被
害
拡
大
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
引
き
続
き
全
国
か
ら
可
能
な
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
戦
後
七
〇
年
、
労

使
見
解
発
表
か
ら
四
〇
周
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
経
験
か
ら
も
、
緊
急
の
と

き
ほ
ど
経
営
指
針
に
立
ち
返
り
、
全

社
一
丸
で
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
、
中
国
経
済
の
減

速
影
響
も
あ
り
世
界
経
済
の
不
安
定

さ
が
増
す
中
で
中
小
企
業
に
は
厳
し

い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
、
そ
の
中

で
同
友
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
六
月

七
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
皮
切
り

に
中
小
企
業
憲
章
・
条
例
推
進
月
間

を
取
り
組
み
ま
す
。
中
小
企
業
が
主

《
常
任
理
事
》

代
表
理
事

　

山
岸　

良
一　

㈱
山
岸
製
作
所 

社　

長

代
表
理
事

　

澤
浦　

彰
治　

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱ 

社　

長

副
代
表
理
事

　

田
村　

徳
良　

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス 

社　

長

副
代
表
理
事

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱ 

社　

長

副
代
表
理
事

　

相
沢　

克
友　

相
沢
鉄
工
㈱ 

社　

長

経
営
指
針
部
会
長

　

丹
羽　

孝
宜　

㈱
邦　

和 

専　

務

共
育
部
会
長

　

吉
池　
　

睦　

川
上
機
工
㈱ 
社　

長

社
員
教
育
委
員
長　

※
兼
務

　

吉
池　
　

睦　

川
上
機
工
㈱ 

社　

長

共
同
求
人
委
員
長　

※
兼
務

　

提
箸　

康
裕　

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱ 

社　

長

青
年
部
会
長

　

杉
崎
由
里　

㈱
エ
ス
テ
ィ
ビ
ー 

社　

長

障
害
者
雇
用
委
員
長

　

生
沼　

英
治　

ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱ 

政
策
委
員
長

　

増
田　

晋
一　

増
田
煉
瓦
㈱ 

社　

長

広
報
委
員
長

　

平
岩　

健
男　

㈱
ア
イ
ク
ル
ー 

部　

長

研
究
集
会
実
行
委
員
長

　

島
山　
　

淳　

㈱
マ
テ
ハ
ン 

社　

長

仲
間
づ
く
り
委
員
長　

※
兼
務

　

田
村　

徳
良　

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
ス 

社　

長

前
橋
支
部
長

　

小
林　

光
義　

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計 

社　

長

高
崎
支
部
長

　

宮
石　

喜
康　

三
朋
企
業
㈱ 

社　

長

伊
勢
崎
支
部
長

　

榎
原　

栄
一　

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス 

社　

長

桐
生
支
部
長

　

岡
田　

善
孝　

㈲
岡
田
電
気
設
備 

社　

長

太
田
支
部
長

　

岡
村　

達
哉　

㈱
オ
カ
ム
ラ
精
工 

社　

長

沼
田
支
部
長

　

阿
左
見
徳
之　

㈱
あ
ざ
み
創
機 

社　

長

渋
川
吾
妻
支
部
長

　

清
塚　
　

徹　

㈱
シ
ェ
リ
ー 

社　

長

《
理　

事
》

前
橋
支
部

　

町
田　

英
之　

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

社　

長

　

海
老
沼
久
之　

㈱
Ｍ
Ｏ
設
計 

社　

長

　

松
木　

剛
一　

松
木
制
作
所 

代　

表

　

遠
山　

昌
子　

赤
城
フ
ー
ズ
㈱ 

常　

務

高
崎
支
部

　

戸
塚　

美
秀　

㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム 

社　

長

伊
勢
崎
支
部

　

丸
橋　

正
幸　
マ
ル
バ
シ
経
営
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

代　

表

　

諏
訪　

康
彦　

㈲
ス
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

専　

務

　

細
渕　
　

敦　

兼
希
工
業
㈱ 

専　

務

　

本
多　

宏
弥　

合
同
会
社
ユ
リ
ア 

代　

表

桐
生
支
部

　

花
房　

崇
享　

㈲
花
ぶ
さ
太
田
店 

取
締
役

太
田
支
部

　

阿
久
戸
洋
希　

㈱
ア
ミ
イ
ダ 

社　

長

　

布
施　

浩
二　

㈲
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ム 

専　

務

沼
田
支
部

　

高
橋　

宣
明　

㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋 

社　

長

　

前
田　

善
成　

㈱
前
田
設
備 

部　

長

　

星
野　

高
章　

㈲
農
園
星
ノ
環 

社　

長

　

宮
田　

徳
彦　

㈲
宮
田
徳
彦
農
場 

社　

長

　

笠
原　

克
也　

㈲
笠
原
産
業 

専　

務

渋
川
吾
妻
支
部

　

植
杉　

隆
士　

㈲
ハ
ル
ナ
工
芸 

社　

長

　

金
井　

雄
吾　
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
事
務
所 

所　

長

《
顧　

問
》

　

橋
本　
　

勝　

蔵
前
産
業
㈱ 

会　

長

　

松
倉　

重
昭　

㈱
ユ
ニ
オ
ン 

会　

長

　

宮
崎　

精
一　

関
東
防
災
工
業
㈱ 

会　

長

　

古
郡　
　

登　

㈱
日
乃
出 
社　

長

《
監　

事
》

　

福
島
江
美
子　

福
島
会
計
事
務
所 

所　

長

　

山
口　
　

勝　

㈱
和
多
利
合
同
事
務
所 

社　

長

二
〇
一
六
年
度 

役
員
一
覧

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

総
会
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会

会
長　

鋤
柄　
　

修

役
と
な
り
、
新
た
な
展
望
を
き
り
ひ

ら
く
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
群
馬
同
友
会
の
創
意
あ
ふ
れ
る

取
り
組
み
で
、
こ
の
運
動
を
大
き
く

伸
ば
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。

　

厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
全

国
の
同
友
会
の
ご
奮
闘
に
よ
り
会
勢

も
四
万
五
千
名
を
突
破
し
ま
し
た
。

群
馬
同
友
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
本

総
会
を
契
機
に
、
会
勢
を
大
き
く

し
、
日
本
と
地
域
を
元
気
に
し
て
い

く
た
め
、
同
友
会
の
学
び
あ
い
の
輪

を
い
っ
そ
う
大
き
く
広
げ
、
地
域
か

ら
の
期
待
に
応
え
る
同
友
会
と
し
て

さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
念
願

し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
一
六
年
四
月
二
十
六
日
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

㈱コモチ
専務取締役　齋藤 和子 氏（渋川吾妻支部所属）

保水性に優れ、女性にも扱いやすい
ブロック『打ち水平板』

保水性に優れ、女性にも扱いやすい
ブロック『打ち水平板』

保水性に優れ、女性にも扱いやすい
ブロック『打ち水平板』

▼
事
業
内
容
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

当
社
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
を
製
造
し
て
お
り
、
別
会
社
で

軽
石
の
採
石
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
九
六
八
年
に
父
が
創
業
し
、
今
年

で
四
八
年
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
は
建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
が
主
流
で
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
現
場
へ
納
品
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
軽
石
は
そ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
原
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

約
二
〇
年
前
に
花
壇
用
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
を
始
め
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
建
築
現
場
か
ら
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
へ
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
納
品
ア
イ
テ
ム
数
に
違
い
は

あ
れ
、
全
国
四
五
％
の
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
へ
何
ら
か
の
商
品
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

Q 

&

      

A

底
石
は
、
ほ
ぼ
当
社
の
軽
石
で
す
。

　

当
社
は
メ
ー
カ
ー
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
ど
う
し
た
ら
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

に
お
客
様
が
来
て
く
れ
る
か
」
と
、

常
に
Ｂto

Ｃ
を
意
識
し
て
チ
ラ
シ

や
ポ
ッ
プ
を
お
店
に
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
昨
年
制
作
し
た
絵
本
の
よ
う

な
小
冊
子
『
ブ
ロ
ッ
ク
で
お
庭
づ
く

り
』
は
、
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

▼
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
「
製
品
こ
そ
が
営
業
力
」
と
、
毎

年
新
商
品
を
考
案
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
ま
も
な
く
関
連
商
品

〝
コ
モ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
〟
の
販
売
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
安
心
・
安
全
な
天
然
エ

キ
ス
か
ら
つ
く
ら
れ
た
虫
ガ
ー
ド
。

実
は
私
、
虫
が
大
の
苦
手
な
ん
で
す

（
笑
）。
こ
れ
を
軽
石
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
染
み
こ
ま
せ
て
お
使
い

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
う
一
つ
が
ブ

ロ
ッ
ク
の
宿
命
で
も
あ
る

白
華
の
除
去
ク
リ
ー
ナ
ー

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
商

品
を
提
供
し
続
け
、
地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ま
は
建
築
用
ブ
ロ
ッ
ク
が

六
〇
％
、
花
壇
用
ブ
ロ
ッ
ク
が

四
〇
％
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
入
社
の
経
緯
は
？

　

子
供
の
頃
か
ら
家
で
は
両
親
が
会

社
経
営
の
こ
と
で
言
い
合
い
に
な
る

こ
と
も
多
く
、
と
に
か
く
早
く
家
を

出
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校

卒
業
後
は
東
京
へ
進
学
し
、
一
旦

は
別
の
道
に
進
み
ま
し
た
が
、
反

面
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
強

く
、
三
姉
妹
の
長
女
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
主
人
（
現
社
長
）
と
の

結
婚
を
機
に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
、

一
九
八
四
年
に
夫
婦
で
入
社
し
ま
し

た
。
今
年
で
三
二
年
に
な
り
ま
す
。

▼
「
打
ち
水
平
板
」
と
は
？

　

当
社
の
商
品
「
打
ち
水
平
板
」
は
、

上
質
な
自
然
の
軽
石
で
出
来
て
い
ま

す
。
無
数
に
空
い
た
細
か
い
穴
に
水

を
溜
め
込
む
た
め
、
打
ち
水
効
果
が

長
く
続
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地

温
を
下
げ
、電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
し
な
い
エ
コ
商
品
で
す
。

　

ま
た
、
一
定
量
を
超
え
る
と
地
中

へ
逃
が
す
透
水
性
に
も
優
れ
て
お

り
、
水
た
ま
り
を
作
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
大
き
さ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
比
べ

て
軽
い
の
で
、
女
性
で
も
扱
い
や
す

い
商
品
で
す
。

▼
商
品
開
発
の
い
き
さ
つ
は
？

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、
計
画
停

電
や
節
電
、
そ
し
て
打
ち
水
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て

い
る
と
い
う
テ
レ
ビ
報
道
が
き
っ
か

け
で
す
。「
電
力
を
使
わ
ず
に
こ
の

猛
暑
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
…
」
と
い
う
思
い
に
か
ら
れ
、
わ

が
社
の
軽
石
に
着
眼
し
ま
し
た
。

　

わ
が
社
の
一
番
の
強
み
は
原
材

料
を
自
社
で
採
掘
で
き
る
こ
と
で

す
。
榛
名
山
は
日
本
で
も
限
ら
れ
た

優
良
な
軽
石
の
産
出
地
な
ん
で
す
。

所 在 地 ／ 渋 川 市 白 井 １１５ ９
連  絡  先／TEL０２７９−２３−０６１５
U   R   L／www.komochi-block.co.jp

現
在
は
そ
の

八
〇
％
が
園

芸
用
に
使

用
さ
れ
て
お

り
、
培
養
土

の
原
材
料
と

日
本
製
の
鉢
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【派遣先で社員500人突破】中央キャリアネット㈱
　中央カレッジグループで就職支援を手掛ける中
央キャリアネット㈱（顧問・樺澤道久氏／前橋支
部所属）はこのほど、紹介予定派遣で派遣先の社員
となった総人数が500人を突破した。
　同社が人材派遣業を始めたのは02年２月。「業
界内では後発だったため、特徴を出すためにも紹
介予定派遣に注力してきた」（齋藤三郎社長）とい
う。　　　　　　　　　　　　 ［５／12付ぐん経］

【会議・パブリックスペース開設】　　双和電業㈱
　照明設備や太陽光発電など総合電気設備工事業
の双和電業㈱（代表取締役・渡邉辰吾氏／高崎支部
所属、取締役・渡邉仁基氏／前橋支部所属）はこの
ほど、本社敷地内に社内会議やパブリックスペー
スとして使用する「HANA Lab」を開設した。80
インチの８Ｋテレビや1600万色に対応する次世代
電球「PhilipsHue」を設置してさまざまなアイデア
が出やすい環境を整えた。
　「積極思考が出来る会議室」（渡邉社長）がコ
ンセプト。床に芝生タイプのラグマットを敷き、
直に座るようにした。机の位置は固定せず、会議
の議題や天候に応じて「寺子屋スタイル」「ロの
字」「放射線状」などさまざまに並び替え、場
合によっては机を撤去する。キャパシティーは25
人。　　　　　　　　　　　 　［５／12付ぐん経］

【今秋、前橋市中心部に葬祭ホール】㈱メモリード
　冠婚葬祭互助会大手の㈱メモリード（副参事・戸
塚邦夫氏／前橋支部所属）は今秋、国道17号沿いに
「前橋中央メモリードホール」を開設する。４月
27日に関係者30人を集めて地鎮祭を行った。完成
すれば県内22ヵ所目の葬祭ホールとなる。
　敷地面積は1104平方メートル。鉄骨３階建てで
延べ床面積は1217平方メートル。式場は66人収容
で２室。清め会場、親族控室、導師控室もそれぞ
れ２室用意する。　　　　　　 ［５／12付ぐん経］

【特許庁長官賞を受賞】　羽鳥国際特許商標事務所
　弁理士業務の羽鳥国際特許商標事務所、代表・
羽鳥亘氏（前橋支部所属）はこのほど、16年度知
財功労賞の「特許庁長官表彰」を受賞した。４月
18日に、東海大学学友会館で表彰式が行われ
た。
　羽鳥所長は「長年無料相談員を務めるな
ど、中小企業への支援が認められてうれしい。
今後、後進の指導に努めるほか、県内の弁理
士全体で、中小企業のさらなるバックアップを
行いたい」と話している。 ［５／12付ぐん経］

【ベトナム第３工場が稼働】　　　㈱豊田技研
　精密プレス加工、金型・設計製作を手掛ける
㈱豊田技研（代表取締役・豊田信幸氏／高崎
支部所属）はこのほど、ベトナム第３工場を竣

工、稼働を始めた。同工場は、金型プレス専用工場
で、メッキ・塗装を行う第１・２工場と合わせ一貫生
産体制が確立した。グローバル展開の拠点として、
タイやインドネシア、インドなどへの供給を拡大し
ていく予定だ。
　豊田社長は、「日本とベトナム、タイを合わせた
豊田技研グループで新しい仕事の取り組みとグロー
バル展開を進めていく。しかし根本を忘れず、いつ
までもお客さんに近いところで仕事をしたいと思っ
ている」と話している。　　　  ［５／19付ぐん経］

【アジアなど海外から需要高まる】　㈲月夜野きのこ園
　シイタケ，キノコ菌床生産を本業とする㈲月夜
野きのこ園（代表取締役・金子崇範氏／沼田支部所
属）は、クワガタ・カブトムシ飼育用品の老舗メー
カー。国内市場が頭打ちとなる一方、アジアを中心
に飼育ブームの兆しがあることから、海外展開にも
力を入れている。その一環として６月12日には、東
京お台場で“神ブリーダー”などをゲストに招いてイ
ベントを実施する。
　金子社長は「香港に関しては、すでにクワガタ・
カブトムシ飼育用品でトップシェアとなっている。
イベントでは日本が誇るべき隠れたクールジャパン
を共有、発信したい」と話している。
　　　　　　　　　　　　　　  ［５／19付ぐん経］

【クラシック音楽で「熟成」】　　　　　㈱大和屋
　コーヒー専門店の㈱大和屋（代表取締役・平湯正
信氏／高崎支部所属）は、20日、クラシック音楽を
聞かせながら熟成させた「クラシック珈琲」を発売
する。価格は100グラム入り１袋が千円（税別）。大
谷石造りの石蔵で約１年間、生豆のまま寝かせるこ
とで、まろやかで角が取れた味わいに仕上がったと
いう。新たな高崎名物に育てたい考えだ。
　大和屋の平湯聡常務は「仕入れた生豆を長期間熟
成させるやり方は珍しく、一般的な商品の２倍程度
の価格だが、それだけの価値があるものが出来たと
思う」と話す。科学的根拠は不明ながら、モーツァ
ルトの音楽を聞かせて付加価値を高めるのは酒類や
野菜などでも例があるという。　  ［５／20付日経］

【顧問就任】
　中央キャリアネット㈱、常務取締役・樺澤道久氏（前
橋支部所属）は、この度、「顧問」に就任しました。

研削加工のワンストップショッピング
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削

株式会社 アミイダ
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575
URL / www.actpg.co.jp
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第１回

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
■東毛営業所　〒370-0514　群馬県邑楽郡大泉町朝日5-8-21
　　　　　　　　　　　　   TEL（0276）55-3770

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

す
る
と
と
も
に
、
部
会
長
委
員
長
か

ら
選
任
に
つ
い
て
の
意
向
も
伺
い
ま

し
た
。

３
．
入
退
会
者
承
認
と
新
年
度
の
支

部
目
標
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
退
会
者
一
名

を
承
認
。
会
員
数
は
五
二
八
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
支
部
か
ら
今
年
度
の
入

会
者
目
標
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
を
承

認
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項
（
意
見
交
換
）

１
．
参
加
者
自
己
紹
介

　

第
一
回
目
の
た
め
、
参
加
者
全
員

が
自
己
紹
介
と
抱
負
、
業
界
の
動
向

な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
二
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

く
わ
え
て
、
六
月
二
十
四
〜

二
十
五
日
に
群
馬
で
開
催
さ
れ
る
関

東
甲
信
越
代
表
者
会
議
を
例
年
の
役

員
研
修
会
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
：
六
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

２
．
定
時
総
会
の
報
告
と
総
括

　

第
四
十
四
回
定
時
総
会
の
参
加
状

況
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
事
務
局
よ

り
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
な

ど
も
交
え
な
が
ら
総
括
し
ま
し
た
。

３
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

４
．
そ
の
他

　

六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
開
催
さ

れ
る
中
同
協
関
連
行
事
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
理
事
会
へ
の
提
案

　

公
立
高
校
職
業
学
科
主
任
等
研
究

協
議
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
宮
石

高
崎
支
部
長
か
ら
承
認
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
緊

急
に
行
い
、
リ
ス
ト
化
し
て
当
日
届

け
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
部
会
・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
選
任
案

　

標
記
に
つ
い
て
選
任
状
況
を
確
認

日
時　

五
月
六
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、提
箸
、相
沢
、常
任
理
事
／
杉
崎
、

生
沼
、
増
田
、
小
林
、
宮
石
、
榎
原
、

阿
左
見
、
理
事
／
遠
山
、
戸
塚
、
丸

橋
、
阿
久
戸
、
高
橋
、
前
田
、
星
野
、

笠
原
、植
杉
、金
井
、事
務
局
／
黒
岩
、

阿
久
澤
、竹
内
（
役
員
計
二
十
二
名
）

【
議　

事
】

　

沼
田
支
部
の
高
橋
（
宣
）
理
事
が

議
長
を
つ
と
め
、
山
岸
代
表
理
事
挨

拶
の
も
と
、第
一
回
理
事
会
を
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
総
務
会
報
告

　

新
年
度
の
全
国
幹
事
三
名
を
選
出

し
た
こ
と
や
、
先
般
試
験
運
用
を
開

始
し
た
入
会
資
格
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
に
基
づ
き
、
一
名
に
つ
い
て
審

議
し
た
旨
が
提
箸
副
代
表
理
事
よ
り

報
告
さ
れ
ま
し
た
。


